
 

 

学校番号 ３０３０ 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 高校生の音楽１ （教育芸術社）音Ⅰ ７０２ 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・主に、歌唱（合唱を含む）・器楽（リコーダー、ギター、和楽器等の）演奏実技・音楽理論・鑑

賞を柱に学習する。 

・音楽Ⅰ、音楽Ⅱは連続履修を原則とするが、進路等の理由で選択変更もあり得る。音楽系の進路

を考えている生徒は早めに担当者に相談に来ること。 

・選択者へアンケートを実施し、生徒の状況及び実技レベル等により、適切に教材を選択する。 

 

２ 学習の到達目標 

・曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとと

もに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。 

・自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさや美しさを自

ら味わって聴くことができるようにする。 

・主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むととも

に、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度

を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

創意工夫を生かした音楽表

現をするために必要な歌

唱、器楽、創作の技能を身

に付け、創造的に表してい

る。 

音楽を形づくっている要素

を知覚し、それらの働きを

感受しながら、楽曲や演奏

を解釈したり、それらの価

値を考えたりしている。 

音楽を形づくっている要素を

知覚し、それらの働きを感受

しながら、歌唱、器楽、創作

の音楽表現を工夫し、どのよ

うに歌うか、演奏するか、音

楽をつくるかについて表現意

図をもっている。 

音楽や音楽文化に関心をも

ち、歌唱、器楽、創作、鑑賞

の学習に主体的に取り組もう

としている。 

音楽に対する理解を深め、よ

さや美しさを創造的に味わっ

て聴こうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

歌
唱
（
斉
唱
・
二
重
唱
） 

【歌唱】 

発声法 

校歌 

世界各国

の歌 

a: 表現したいことを伝えるための歌唱の技能を身

に付けている。 

b: 音楽を形づくっている要素を知覚し、その雰囲気

や特質を感受しながら、歌詞の内容と関わらせて

どのように歌うか、表現意図をもっている。 

c: 歌う喜びを味わい、イメージをもって歌う学習に

主体的に取り組もうとしている。 

演奏の

聴取 

演奏の

聴取 

活動の

様子 

リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
・
（
独
奏
・
合
奏
） 

【器楽】 

各種リコ

ーダーの

奏法・特徴

を理解し

て演奏す

る。 

a: 表現したいことを伝えるための器楽演奏の技能

を身に付けている。 

b: 音色やリズムを知覚し、特質や雰囲気を感受し、

どのように演奏するか表現意図をもっている。 

c: アンサンブルに関心をもち、その持ち味を生かし

て演奏する学習に主体的に取り組もうとしてい

る。 

実技試

験 

演奏の

聴取 

実技試

験 

活動の

様子 

 

和
楽
器 

【和楽器】 

箏曲を中

心に演奏

と鑑賞 

 

a: 音色や奏法の特徴を生かした技能を身に付け、創

造的に演奏している。音楽を形づくっている要素

を知覚し、特質や雰囲気を感受しながら、音楽に

対する理解を深め、美しさを感受している。 

b: 音色やリズムなどの要素を知覚し、特質や雰囲気

を感受し、表現に工夫の意図をもっている。 

c: 和楽器の音色や奏法の特徴に関心をもち、主体的

に取り組んでいる。 

実技試

験 

演奏の

聴取 

実技試

験 

活動の

様子 

感想カ

ード 

音
楽
理
論 

【楽典】 

音符・標記

法 

音程 

音階 

a: イメージに沿った旋律やリズムの組み合わせ方、

記譜の仕方など必要な創作技能を身に付けてい

る。 

b: 記譜上のルールに従って、リズムや旋律を表現し

ている。 

c: リズム、速度、旋律、強弱を知覚し、それらの働

きが生み出す特質や雰囲気を感受し、主体的に取

り組もうとしている。 

考査 考査 

確認プ

リント 

観察 

器
楽 

【器楽演

奏】 

ギター演

奏の基本

技術 

ギター合

奏 

弾き語り 

a: 表現したいことを伝えるための器楽演奏の技能

を身に付けている。 

b: 音色やリズムを知覚し、特質や雰囲気を感受し、

どのように演奏するか表現意図をもっている。 

c: アンサンブルに関心をもち、その持ち味を生かし

て演奏する学習に主体的に取り組もうとしてい

る。 

演奏の

聴取 

実技試

験 

演奏の

聴取 

実技試

験 

活動の

様子 

後
期 



 

 

合
唱 

【混声四

部合唱】 

発声・パー

ト練習 

グループ

合唱・全体

合唱 

a: 音楽表現するために必要な発声、日本語の発音、

呼吸法、読譜などの技能を身に付けている。 

b: リズム、速度、旋律、強弱を知覚し、どのように

歌うかについて表現意図をもっている。 

c: 歌詞が表す情景や心情、楽曲の背景との関わりに

関心をもち主体的に取り組もうとしている。アン

サンブルに関心をもち、その持ち味を生かして演

奏する学習に主体的に取り組もうとしている。 

演奏の

聴取 

実技試

験 

演奏の

聴取 

実技試

験 

活動の

様子 

感想カ

ード 

グ
ル
ー
プ
発
表
（
創
作
を
含
む
） 

【自由発

表】 

少人数の

グループ

で楽器を

分担し、選

曲・演奏す

る。 

a： 表現したいことを伝えるための器楽演奏の技能

を身に着けている。 

b: 雰囲気を感受しながら、どのように音楽をつくる

かについて表現意図をもっている。 

c: イメージをもって音楽をつくる学習に主体的に

取り組もうとしている。 

演奏の

聴取 

実技試

験 

演奏の

聴取 

実技試

験 

活動の

様子 

感想カ

ード 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


